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○ １１月２５日（水）、播但連絡道路「朝来サービスエリア」において、銃器使用の
テロ 未遂事案が発生したとの想定で、兵庫県道路公社（本年６月にテロ対策
兵庫パートナーシップ推進会議に新規加入）、警察等が合同でテロ対応訓練を
行いました。

○ 訓練は今後開催予定の大規模スポーツイベント等の開催を見据え、県下で
は初めてとなる、高速道路上での銃器を使用したテロ未遂事案が発生したとの
想定で行いました。

○ 訓練は、約40名が参加して行われ、
・ 道路管理者が不審車両を目撃し、１１０番通報
・ 高速道路交通警察隊による不審車両の検索、追跡
・ 機動捜査隊、朝来警察署による避難誘導、交通整理
・ 機動隊による被疑者の制圧、検挙

などの訓練項目を通じ、高速道路及びサービスエリアにおけるテロ事案発生時
の対応能力の向上を図るとともに、関係機関との連携要領などを確認しました。

○ 今後も合同訓練を計画しますので御協力をお願いします！！

テ ロ 対 応 合 同 訓 練 の 実 施

高速隊が不審車両を追跡 被疑者が人質を取って車外へ

警察官による被疑者の包囲と説得 機動隊が被疑者を制圧、検挙


